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十
津
川
村
役
場
を
表
敬
訪
問 

 

◇
実
施
日 

 

２
月
２
８
日
（
水
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄 

 

２
名 

 

十
津
川
村
；
小
山
手
修
造
村
長
、
前
岡
幸
英
副
村
長
、
企
画
観
光
課
田
中
秀

憲
課
長
、
玉
置
雄
一
郎
課
長
補
佐 

 

４
名 

  

昨
年
の
夏
ご
ろ
、
十
津
川
村
役
場
の
玉
置
雄
一
郎
君
か
ら
電
話
で
、
総
務
省

の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
に
推
薦
す
る
。
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

年
末
に
受
賞
の
内
示
が
あ
り
、
今
年
１
月
１
６
日
に
報
道
発
表
さ
れ
た
。 

全
国
で
２
７
の
個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
。 

受
賞
発
表
後
、
熊
野
新
聞
の
取
材
を
受
け
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ

た
。
送
ら
れ
て
き
た
表
彰
要
領
に
示
さ
れ
た
受
賞
コ
メ
ン
ト
や
、
ぐ
る
ー
ぷ
の

紹
介
原
稿
の
作
成
な
ど
が
あ
り
、
対
応
に
翻
弄
さ
れ
た
が
、
日
ご
と
に
受
賞
の

重
さ
を
実
感
し
た
。
２
月
１
６
日
の
表
彰
式
に
は
沖
崎
、
梶
野
の
２
名
で
東
京

都
千
代
田
区
永
田
町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
日
帰
り
で
出
席
、
馬
場
総
務

副
大
臣
か
ら
表
彰
状
を
い
た
だ
い
た
。
年
の
せ
い
か
東
京
日
帰
り
は
し
ん
ど
か

っ
た
。 

帰
宅
後
、
玉
置
君
に
受
賞
報
告
の
電
話
を
入
れ
、
村
長
さ
ん
へ
の
面
会
を
お
願

い
し
、
２
月
２
８
日
に
訪
問
し
た
。 

 

午
前
１
１
時
に
村
長
さ
ん
ら
と
お
会
い
し
、
表
彰
状
と
副
賞
を
お
見
せ
し
て

ご
推
薦
を
頂
い
た
お
礼
と
、
無
事
に
表
彰
式
が
終
わ
っ
た
こ
と
の
報
告
を
済
ま

せ
た
。
そ
し
て
、
我
々
の
日
頃
の
活
動
や
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。 

 
 

 
 

 

十
津
川
村
役
場 

 
 
 

診
療
所
と
防
災
セ
ン
タ 

 
 

 

小
山
手
村
長
と
面
談 

特
に
奥
駈
道
縦
走
者
に
と
っ
て
最
大
の
ネ
ッ
ク
と
も
い
え
る
玉
置
神
社
で
の

宿
泊
に
つ
い
て
、
村
管
理
で
あ
る
第
２
駐
車
場
辺
り
に
避
難
小
屋
的
な
施
設
の

設
置
を
お
願
い
し
た
。 

３
０
分
ほ
ど
の
時
間
だ
っ
た
が
、
説
明
や
お
願
い
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
意
義
の
有
っ
た
訪
問
だ
っ
た
。 

道
の
駅
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
梶
野
君
は
玉
置
辻
へ
倒
木
処
理
に
向
か
っ
た
。 

 

帰
宅
途
中
、
昨
日
亡
く
な
っ
た
中
前
君
た
く
に
立
ち
寄
る
。
奥
さ
ん
は
不
在

だ
っ
た
が
、
息
子
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

行
者
装
束
を
身
に
着
け
、
横
た
わ
る
中
前
君
を
見
る
と
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持

ち
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

玉
置
辻
北
の
倒
木
処
理 

村
役
場
で
沖
崎
さ
ん
と
別
れ
、
玉
置
辻
に
向
か
っ
た
。
先
日
こ
の
区
間
を
歩
い



た
志
岐
さ
ん
と
山
本
さ
ん
か
ら
「
玉
置
辻
か
ら
１
５
分
ほ
ど
の
所
に
倒
木
が
あ

る
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
処
理
の
た
め
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ
て
き
た
。 

 
 

 
 

 

玉
置
辻 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

倒
木 

 
 
 

 
 

先
端
部
を
引
き
下
ろ
す 

 
 

 
 

 

玉
置
神
社
駐
車
場
で 

 
 

売
店
は
お
休
み
だ
っ
た 

 
 

バ
リ
ケ
ー
ド
は
撤
去 

犬
吠
櫓
の
少
し
玉
置
神
社
寄
り
、
玉
置
辻
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
５
分
の
所
に
直
径

１
５
㎝
ほ
ど
の
枯
れ
た
杉
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
根
元
は
谷
側
に
あ
り
、
途
中

で
折
れ
た
よ
う
だ
。
２
カ
所
を
切
っ
て
道
脇
に
寄
せ
、
斜
面
に
残
っ
た
先
端
部

も
引
き
下
ろ
し
て
処
理
し
た
。
玉
置
辻
に
戻
る
途
中
の
ア
セ
ビ
を
少
し
切
っ
て

作
業
を
終
了
し
た
。 

志
岐
さ
ん
が
ペ
グ
を
置
き
忘
れ
た
と
い
う
の
で
玉
置
神
社
の
駐
車
場
に
向
か

っ
た
。
テ
ン
ト
を
張
っ
た
ト
イ
レ
前
の
タ
ン
ク
周
辺
を
見
る
が
何
も
な
い
。
売

店
も
平
日
で
お
休
み
の
た
め
、
栄
山
さ
ん
に
聞
く
こ
と
も
で
き
ず
、
駐
車
場
を

後
に
す
る
。
国
道
４
２
５
号
が
今
日
か
ら
通
れ
る
は
ず
な
の
で
、
２
１
世
紀
の

森
へ
向
か
っ
て
状
況
を
確
認
。
バ
リ
ケ
ー
ド
は
撤
去
さ
れ
て
、
道
路
に
は
掃
除

し
た
跡
が
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

12

：30

村
役
場
→13

：00

玉
置
辻
→13

：15

倒
木
処
理13

：30

→14

：00

玉
置
辻
→14

：23

玉
置
神
社
駐
車
場
→14

：41

２
１
世
紀
の
森 

 


